
 

  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮 杉

G.G練習 9:00～ 北堀公園 野間・原田

5 火 藤井夫妻

8 金 細川・今川

9 土 詩吟教室 10:00～12:00 藤城小ふれあいサロン 佐　倉

12 火 G.G練習 石田・小園

G.G大会 稲澤夫妻

民謡の会 14:00～16:00 万帖敷町自治会館 宮 杉

19 火 大西・坂田

22 金 坪内・佐々木

23 土 詩吟教室 10:00～12:00 藤城小ふれあいサロン 佐　倉

26 火 G.G練習 9:00～ 北堀公園 野間・高橋

28 木 伏見区老連大会 8:30 淀競馬場

29 金 G.G練習 9:00～ 北堀公園 藤井夫妻

GG9月も練習開始時刻は９時からです。

1 金

15 金

G.G練習 9:00～ 北堀公園

9:00～ 北堀公園

G.G練習 9:00～ 北堀公園

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　5　年　９　月

民謡の会の開始時間は午後２時から４時迄。
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お
知
ら
せ 

藤
城
連
合
実
年
会 

会
長 

鈴
木 

美
恵
子 

４
年
ぶ
り
に
「
藤
城
学
区
民
体
育
祭
」
お
よ
び
「
藤
城
シ
ル
バ
ー
の

つ
ど
い
」が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
代
を
超
え
て
楽
し
み
な
が
ら

交
流
を
深
め
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
す
。
新
し
い
友
人
と
の
出
会
い

や
、
昔
話
を
共
有
す
る
場
と
し
て
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
が
待
っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
笑
顔
が
、
イ
ベ
ン
ト
を
よ
り
特
別
な
も

の
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

第 36回 藤城学区民体育祭 

日 時：９月 24日（日） 予備日 10月１日（日）  

午前８時 45分～ 

場 所：藤城小学校第１グラウンド 

「ジャンケン競争」 

「シルバー玉入れ」もあります。 

敬老席 

藤城シルバーのつどい 

日   時：10月７日（土） 午前 10時開会～12時閉会 

場   所：藤城小学校 体育館 

参加資格：70歳以上の方 

申込方法：９月 10日までに各町内福祉委員まで提出 

問合せ先：宮杉（６４２－３６９１） 

２年生児童による「リズムダンス」、ハンドベル演奏、歌・

体操のレクリエーション、ビンゴゲームなど 

※きっちんさくら様によるお土産を用意しています。 
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藤城ニューフレンドだより

      健康部　大西勝彦

＊　夏休み期間中、酷暑で皆さんの運動量も筋肉量も随分減ったことと思います。

　　 散歩や軽い運動、これからの練習等で徐々に体力回復に努めて下さい。

＊　９月１５日（金）藤城ニューフレンドの秋季大会を開催します。２ゲームだけの決戦です。

　　 どなたにも優勝のチャンスがありますから、奮ってご参加下さい。

＊　９月２８日（木）伏見区老連涼風親睦グラウンド・ゴルフ大会が淀競馬場で開催されます。

　　 参加申込の皆さん、上位入賞を目指して頑張って下さい。

＊　現在の練習開始時刻９時は９月末までとし、１０月から９時３０分に戻します。

男性 　　　　　令和５年 ７月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1

11 13 21.10 8 岩崎②、稲澤、大西、坪内、野間、三嶋、三宅

14 11 21.18 4 石田、大西、藤井、三嶋

計2日 24人 21.13 12 2ｹ3人、1ｹ6人
女性

11 11 22.57 3 小園、坂田、藤井

14 9 21.11 4 今川、高橋、谷口、原田

計2日 20人 21.93 7 1ｹ7人

＊　７月は猛暑日と雨天のため４日間も練習が中止となり、僅か２日だけとなりました。

＊　７月２３日（日）北堀公園グラウンドの草刈りを実施。連日の暑さの為、早朝５時半から開始、

　　草刈り機３台をフル活用し、９時には終了しました。酷暑の中、大変ご苦労さまでした。

　　参加者は写真の１５名と小園さん、元北堀GCの山田さんでした。

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）
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昭和クイズ （出題：三宅淳之） 

第１問 

昭和54年、ソニーが発売した携帯型カセ

ットプレイヤーとは何でしょう？ 

 

第 2 問 

三菱自動車の貨物用自動車の 3 輪トラッ

クを何というでしょうか？ 

 

第 3 問 

日本車では 1965 年発売の日産「プレジ

デント」に搭載された、今では当たり前に

車に装備されている自動車ハンドルの快

適運転装置とは何でしょう？ 

 

第 4 問 

昭和６１年に接近してきた彗星で、７６年ご

とに地球に接近してくる彗星といえば何

でしょうか？ 

 

第 5 問 

昔のバスの床は何でできていたでしょう

か？ 

 

第 6 問 

今では誰もが当たり前にリアルタイムで

入手できる【情報】ですが、昭和１６年１２

月８日から３年 8 か月に渡って軍事機密

とみなされ、一般公開されなくなった情報

とはなんでしょうか？ 

 

 

第７問 

昔の黒電話に必要なくて、今の固定電話

には必要なものとはなんでしょうか？ 

注）インターネット回線ではありません。 

 

第８問 

昭和２９年８月１６日、京都の中心部の丸

太町→三条付近で花火大会を行ってい

たが、落下傘型の花火が落ち、ある場所

の火事の原因となりました。火事になった

ある場所とはどこでしょうか？ 

 

第９問 

 昭和２９年新婚旅行で日本に来た世界

的スターマリリンモンローさんが胃痙攣を

起こしました。その彼女に指圧をしたのは

誰でしょうか？ 

 

第 10 問 

日本初のテープレコーダーが発売された

のは昭和何年でしょうか？ 

答え 

第 1 問【ウォークマン】 

第 2 問【オート三輪】 

第 3 問【パワーステアリング】 

第 4 問【ハレー彗星】 

第 5 問【木】 

第 6 問【天気予報】 

第 7 問【コンセント】 

第 8 問【京都御所】 

第 9 問【浪越徳治郎さん】 

第 10 問【１９５０年、昭和２５年】 
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漢
詩
一
題 

夏
日
漁
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

桃
城
町 

佐
倉 

冨
男
（
洛
陽
吟
社
代
表
） 

毎
月
、
一
行
詩
を
投
稿
さ
れ
て
い
る
方
の
一
人
が
、
こ
の
ほ
ど
四
行
詩
（
七
言
絶
句
）
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。 

 

夏
日
漁
村 

 
 
 

夏
日

か

じ

つ

の
漁
村

ぎ
ょ
そ
ん 

 
 

谷
口 

智
子 

作 

十
里
潮
風
海
面
平 
十
里

じ
ゅ
う
り

の
潮

風

ち
ょ
う
ふ
う 

海
面

か
い
め
ん 

平 た
い

ら
か
に
し
て
、 

軽
舟
来
往
櫓
聲
鳴 
軽

舟

け
い
し
ゅ
う

の
来
往

ら
い
お
う 

櫓
声

ろ

せ

い

鳴 な

る
。 

打
魚
發
刺
漁
歌
起 

打
魚

だ

ぎ

ょ 
発 は

つ

刺 し 

漁
歌

ぎ

ょ

か 

起 お

こ
り
、 

曲
浦
松
林
暮
色
生 

曲
浦

き
ょ
く
ほ

の
松

林

し
ょ
う
り
ん 

暮
色

ぼ
し
ょ
く

を
生

し
ょ
う

ず
。 

 

（
七
言
絶
句 

庚
韻
） 

[

語
意] 

◎
軽
舟
…
小
さ
い
舟
。 

 

◎
…
打
魚
…
魚
を
獲
る
こ
と
。 

 

◎
発
刺
…
魚
の
跳
ね
る
音
。 

 

◎
曲
浦
…
曲
が
り
く
ね
っ
た
海
岸
。 

◎
暮
色
…
夕
暮
れ
の
景
色
。 

 
 

[

大
意] 

遥
か
彼
方
か
ら
吹
き
寄
せ
る
潮
風
、
海
面
は
波
も
な
く
穏
や
か
で
、 
行
き
交
う
小
舟
の
櫓
の
音
が
聞
え
て

く
る
。
ま
た
、
魚
を
と
る
音
や
、
魚
の
跳
ね
る
音
に
加
え
て
漁
師
た
ち
の
歌
う
大
漁
の
歌
声
が
し
て
く
る
。
目

を
移
せ
ば
、
な
ぎ
さ
の
松
林
に
は
、
い
つ
し
か
夕
暮
れ
が
迫
っ
て
来
て
い
た
。 

◎ 

詩
吟
同
好
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
腹
式
発
声
は
健
康
に
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
は
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
六
四
一
ー
五
八
七
三
（
佐
倉
） 

 

  
営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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桃
城
町 

佐 

倉  

旭 

學
（
洛
陽
吟
社
代
表
） 

脳
の
活
性
化
の
た
め 

 
 

 

漢
詩
作
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
（
そ
の
八
十
一
） 

草
堂
清
旦
碧
花
新
…
…
浅
田 

住
子 

 

（
読
み
方
）
草
堂
の
清
旦
（
朝
） 
碧
花
（
朝
顔
）
新
な
り
。 

萋
萋
緑
樹
鳥
聲
頻
…
…
鈴
本 
清
美 

 

（
読
み
方
）
萋
々
（
せ
い
せ
い
）
た
る
緑
樹 

鳥
声
頻
な
り
。 

炎
熱
下
簾
迎
故
人
…
…
高
橋 

四
郎 

 

（
読
み
方
）
炎
熱 

簾
を
下
げ 

故
人
を
迎
う
。 

下
簾
茅
舎
坐
清
晨
…
…
石
原 

旭
苑 

（
読
み
方
）
下
簾
の
茅
舎 

清
晨
（
清
ら
か
な
朝
）
に
坐
す
。 

清
爽
山
荘
坐
憶
人
…
…
松
井 

光
三 

（
読
み
方
）
清
爽
た
る
山
荘 

坐
（
そ
ぞ
ろ
）
に
人
を
憶
く
。 

飛
泉
清
爽
滌
心
塵
…
…
松
井 

淳
子 

 

（
読
み
方
）
飛
泉 

清
爽 

心
塵
を
滌
（
あ
ら
）
う
。 

 
 

 

八
月
号
の
詩
題
は
「避
暑
偶
作
」
で
し
た
。ご
応
募
下
さ
い
ま
し
た
一
行
詩
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（順
不
同
） 

飛
泉
清
冽
滌
心
塵
…
…
松
井 

勝
子 

（
読
み
方
）
飛
泉 

清
冽
（
せ
い
れ
つ
）
心
塵
を
滌
（
あ
ら
）
う
。 

矮
屋
風
鈴
書
巻
親
…
…
石
原 

敏
行 

 

（
読
み
方
）
矮
屋
（
わ
い
お
く
）
の
風
鈴  

書
巻
に
親
し
む
。 

草
堂
檐
鉄
滌
心
塵
…
…
鈴
木 

美
恵
子 

 

（
読
み
方
）
草
堂
の
檐
鉄
（
風
鈴
）
心
塵
を
滌
ら
う
。 

山
荘
午
夢
隔
炎
塵
…
…
池
田 

和
代 

 

（
読
み
方
）
山
荘
の
午
夢
（
昼
寝
）
炎
塵
を
隔
つ 

。 

夏
日
海
風
涼
可
親
…
…
鈴
本 

 

貢 
（
読
み
方
）
夏
日
の
海
風  

涼 

親
し
む
べ
し
。 

囲
碁
一
局
坐
清
晨
…
…
…
谷
口 

智
子 

 

（
読
み
方
）
囲
碁 

一
局 

清
晨
（
清
ら
か
な
朝
）
に
坐
す
。 

今
月
号
の
題
は
「
新
秋
偶
成
」
と
し
ま
す
。
二
字
熟
語
は
、
今
ま
で
の
実
年
会
だ
よ
り
に
掲
載
の
も
の
も
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。 

な
お
、
作
詩
に
関
す
る
ご
質
問
な
ど
の
あ
る
方
は
、
佐
倉
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。  
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○ 

○ 

書 

窓
（
書
斎
の
窓
） 

草 

堂
（
自
宅
の
謙
譲
語
） 

籬 

辺
（
垣
根
の
ほ
と
り
） 

白 

雲 

梧 

桐
（
ご
ど
う
。
桐
の
木
） 

●
〇
〇 

（
三
字
熟
語 

尤
韻
） 

一
天
秋
（
一
天
の
秋
） 

 
 

入
新
秋
（
新
秋
に
入
る
） 

暗
涼
流
（
暗
涼 

流
る
） 

月
如
鉤
（
月
か
ぎ
の
如
し
） 

露
華
浮
（
露
華 

浮
か
ぶ
） 

夜
悠
悠
（
夜 

ゆ
う
ゆ
う
） 

月
光
幽
（
月
光
ゆ
う
な
り
） 

不
知
悠
（
悠
を
知
ら
ず
） 

入
吟
眸
（
吟
ぼ
う
に
入
る
） 

 

漫
牽
愁
（
み
だ
り
に
愁
い
を
ひ
く
） 

読
書
秋
（
読
書
の
秋
） 

 

意
悠
悠
（
い 

悠
々
た
り
） 

汗
珠
流
（
か
ん
じ
ゅ 

流
る
） 

 
 
 

月
光
流
（
月
光 

流
る
） 

夜
窓
幽
（
夜
窓 

幽
な
り
） 

白
雲
流
（
白
雲 
流
る
） 

一
郊
秋
（
一
郊
の
秋
） 

暮
煙
流
（
暮
煙 

流
る
） 

一
川
流
（
一
川 

流
る
） 

● 

●    

満 

地
（
地
に
満
つ
） 

 

一 

片 

茅 

舎
（
自
宅
の
謙
譲
語
） 

門 

巷
（
家
の
あ
た
り
） 

木 

末
（
こ
ず
え
） 

●
●
〇 

先
入
秋
（
ま
ず
秋
に
入
る
） 

 
 
 

易
感
秋
（
秋
に
感
じ
や
す
し
） 

木
末
流
（
木
末
に
な
が
る
） 

月
一
鉤
（
月 

い
っ
こ
う
） 

露
自
稠
（
露 

自
か
ら
し
げ
し
） 

登
小
丘
（
小
き
ゅ
う
に
登
る
） 

一
片
悠
（
一
片
の
悠
） 

抱
百
憂
（
百
憂
を
い
だ
く
） 

露
気
幽
（
露
気 

幽
な
り
） 

雨
又
収
（
雨
ま
た
収
ま
る
） 

詩
可
酬
（
詩
を
も
て 

む
く
ゆ
る
べ
し
） 

門
巷
秋
（
門
こ
う
は
、
秋
） 

心
上
秋
（
心
上
の
秋
。
愁
い
の
こ
と
） 

星
火
流
（
星
火 

流
る
） 

 
 
 
 

吟
榻
頭
（
吟
榻
イ
ス
の
ほ
と
り
） 

村
社
秋
（
村
社
の
秋
） 

萬
頃
秋
（
万
頃
の
秋
） 

笛
韻
愁
（
笛
韻 

愁
う
） 

半
日
留
（
半
日 

留
ま
る
） 

映
野
溝
（
野
溝
に
映
ず
） 

〇 

〇 
 

（
二
字
熟
語
）   

● 
 

●                                                   
 

新 

涼 
  

孤 
蛩
（
一
匹
の
コ
オ
ロ
ギ
） 

 

新 
蛩
（
初
め
て
の
コ
オ
ロ
ギ
） 

郊 

墟
（
い
な
か
） 

秋 

聲 

秋 

光 

侵 

肌
（
肌
を
お
か
す
） 

銀 

河
（
天
の
川
） 

読 

書 

南 

軒 

虫 

聲 

驚 

風
（
風
に
驚
く
） 

涼 

盈
（
涼
は
み
つ
） 

西 

郊
（
郊
外
） 

残 

炎 

暮 

鐘 

半 

簾 

涼 

生
（
涼
は
生
ず
） 

寥 

寥
（
さ
び
し
い
） 

新 

寒 

西 

風
（
秋
風
の
こ
と
） 

 
 
 

郷 

愁
（
故
郷
を
懐
か
し
む
思
い
） 

茫 

茫
（
ひ
ろ
び
ろ
し
た
） 

吟 

辺
（
詩
を
作
る
あ
た
り
） 

青 

灯
（
と
も
し
び
） 

懐 

君
（
君
を
お
も
う
） 

詩 

書 

星 

漢
（
天
の
川
） 

 

涼 

露 

秋 

気
（
秋
の
気
配
） 

秋 

信
（
秋
の
し
る
し
） 

秋 

到 

蛩 

雨
（
こ
う
ろ
ぎ
の
声
） 

 

一 

葉 
 
 

灯 

火 

瑟 

瑟
（
風
の
音
の
形
容
） 

情 

緒
（
こ
こ
ろ
も
ち
） 

夕 
月 

如 
水
（
水
の
如
く
） 

天 

地 

喞 

喞
（
虫
の
声
の
形
容
） 

散 

策
（
散
歩
） 

零 

露
（
お
ち
る
露
） 

眉 

月
（
眉
の
よ
う
な
月
） 

初 

志 

隠 

隠
（
ひ
び
く
さ
ま
） 

星 

彩
（
星
の
光
） 

 
 

暑 

退
（
暑
、
の
く
） 

永 

夜
（
夜
が
長
い
こ
と
） 

虫 

語 

執 

筆
（
筆
を
執
る
） 

孤 

雁
（
一
羽
の
雁
） 

一 

巻
（
一
巻
の
） 

浴 

後 
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  七

つ
の
宝

―
「
聴

く
力

」
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

 

あ
な
た
は
自
分
の
中
に
、
七
つ
の
宝
（
力
）
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
ま
す
か
。
以
前
に
も
書
き
ま
し
た
通
り
、
す
べ
て
の
人
の

脳
（
心
）
の
中
に
は
、
間
違
い
な
く
７
種
類
の
力
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
聞
（
も
ん
）「
聴
く
力
」、
信
（
し
ん
）「
信
じ
る
力
」、

戒
（
か
い
）「
自
己
抑
制
力
」、
定
（
じ
ょ
う
）「
不
動
の
心
」、
進
（
し

ん
）
「
前
進
（
向
上
）
す
る
力
」、
捨
（
し
ゃ
）「
自
分
を
捨
て
る
力
」、

懺
（
ざ
ん
）「
自
省
力
。
自
分
を
振
り
返
る
力
」
以
上
の
七
つ
の
力
が
す

べ
て
の
人
の
心
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
は
そ
の
こ
と

に
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
。
日
常
の
様
々
な
こ
と
が
ら
、
事
象
に
心
奪
わ

れ
て
、
肝
心
の
自
分
の
心
の
中
に
厳
然
と
し
て
在
る
七
つ
の
力
（
宝
）

を
認
識
し
て
い
な
い
の
で
す
。 

 

人
は
も
っ
と
自
分
を
信
じ
る
べ
き
で
す
。
自
分
の
内
に
在
る
様
々
な

力
と
い
う
も
の
を
信
じ
る
べ
き
で
す
。
自
分
の
心
（
脳
）
の
中
に
在
る

力
を
信
じ
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
す
べ
て
は
始
ま
る
の
で
す
。 

今
世
界
で
起
き
て
い
る
様
々
な
事
象
、
そ
し
て
情
報
を
目
と
耳
で
脳

内
に
取
り
入
れ
ま
す
。
目
か
ら
耳
か
ら
自
然
に
入
る
事
象
（
情
報
）
も

あ
れ
ば
、
意
識
的
に
集
中
し
て
取
り
入
れ
る
情
報
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
常
に
情
報
、
ニ
ュ
ー
ス
に
敏
感
で
あ
る
こ
と

も
大
事
で
す
。
目
か
ら
入
る
情
報
も
、
耳
か
ら
入
る
情
報
も
大
事
で
す

が
、
耳
学
問
と
い
っ
て
、
人
と
の
何
気
な
い
会
話
や
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
、 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
か
ら
流
れ
る
会
話
や
情
報
に
常
に
聴
覚
で
も
っ
て
集
中
し

て
「
聴
く
。
聞
く
」
作
業
は
と
て
も
重
要
で
す
。 

人
間
、
生
き
て
い
る
間
に
脳
に
入
る
情
報
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
で
す
。
い
く
ら
沢
山
の
本
を
読
み
、
多
く
の
人
と
会
話

（
対
話
）
を
し
て
色
々
な
情
報
・
知
識
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
も
、
無
限

に
近
い
で
あ
ろ
う
世
界
に
あ
る
事
象
、
情
報
、
知
識
を
努
力
し
て
自
分

の
中
に
取
り
入
れ
て
も
、
そ
れ
は
海
岸
に
流
れ
つ
い
た
ひ
と
か
け
ら
の

貝
殻
の
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
貝
殻
が
存
在
し
て
い
た
深
い
深
い

海
に
は
無
尽
蔵
の
「
宝
」「
知
恵
」「
生
命
」「
情
報
」
と
も
い
え
る
モ
ノ

が
間
違
い
な
く
有
る
の
だ
か
ら
。
海
と
い
う
漢
字
の
中
に
は
母
と
い
う

漢
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。
仏
語
のmere(

母)

と
い
う
単
語
の
中
に
は

ere
(

海)

と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
生
命
は
間
違
い
な
く
海
で
誕
生

し
、
長
い
長
い
進
化
の
過
程
を
経
て
、
生
命
は
陸
地
に
あ
が
り
、
数
億

年
と
い
う
時
を
経
て
、
高
度
な
文
明
を
持
つ
人
類
世
界
が
生
ま
れ
た
わ

け
で
す
。 

話
が
随
分
と
横
道
に
そ
れ
ま
し
た
。
話
を
元
に
戻
し
ま
す
と
、
要
す

る
に
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
い
や
生
ま
れ
る
前
か
ら
、
耳
や
目
か
ら
無

限
と
も
言
え
る
情
報
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
わ
け
で
す
。
な
か
で
も
耳
で

「
聴
く
力
」
は
と
て
つ
も
な
く
大
切
で
す
。
胎
内
に
い
る
時
か
ら
人

（
胎
児
）
は
耳
で
色
々
な
音
や
言
葉
を
聞
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
意
味

は
分
か
ら
な
く
て
も
情
報
は
耳
か
ら
脳
内
に
、
あ
る
い
は
無
意
識
界
の

中
に
確
実
に
入
っ
て
い
ま
す
。
赤
ん
坊
が
言
葉
を
自
然
と
覚
え
て
い
く 
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  の
は
、
母
親
が
赤
ん
坊
に
言
葉
を
投
げ
か
け
る
か
ら
で
す
。
何
度
も
何

度
も
あ
る
言
葉
を
耳
で
聞
い
て
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
、
さ
ら

に
何
度
も
聞
い
て
段
々
と
脳
内
に
定
着
し
、
そ
の
言
葉
を
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
（
表
現
）
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
言
語
獲
得
の
過
程
は

ユ
ダ
ヤ
人
の
ミ
シ
ュ
ナ
ー
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
学
習
方
法
と
酷
似
し
て

い
ま
す
ね
。 

 

ユ
ダ
ヤ
人
は
経
典
な
ど
を
学
ぶ
時
に
、
独
特
の
方
法
を
用
い
ま
す
。

そ
れ
が
「
ミ
シ
ュ
ナ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
彼
ら
は
経
典
な
ど
を

読
む
と
き
、
ま
ず
は
目
で
読
み
ま
す
。
次
に
声
を
だ
し
て
読
み
上
げ
ま

す
。
（
口
で
唱
え
ま
す
。）
言
わ
ば
音
読
す
る
の
で
す
。
何
度
も
何
度
も

口
で
唱
え
ま
す
。
そ
し
て
自
分
が
発
信
し
た
音
（
声
）
を
自
ら
の
耳
で

聞
き
ま
す
。
こ
の
作
業
を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。
こ
の
ひ
た

す
ら
繰
り
返
す
作
業
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
そ
の
言
葉
（
経
典
）
が
脳
内

（
心
）
に
「
定
着
」
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

只
管
打
坐(

し
か
ん
た
ざ
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
英

語
を
覚
え
る
に
も
、
こ
の
口
で
唱
え
る
と
い
う
音
読
の
作
業
が
最
善
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
素
読
と
い
い
ま
す
か
、
と
に
か
く
何
度
も

何
度
も
口
に
唱
え
る
。
声
に
出
す
音
読
と
い
う
方
法
が
ベ
ス
ト
で
あ
る

と
言
わ
れ
ま
す
。
口
で
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
口
か
ら
出
た
音
（
言

葉
）
を
自
分
の
耳
が
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
聴
く
力
」
が
つ
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。
口
で
話
す
こ
と
で
耳
か
ら
脳
内
に
音
声
が
入
り
、
聴
覚
能

力
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。 

 

「
聴
く
力
」
に
つ
い
て
加
え
る
な
ら
ば
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
世

界
で
も
と
て
も
重
要
で
す
。
悩
み
相
談
な
ど
で
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

（
相
談
に
来
る
人
）
が
話
す
言
葉
に
対
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
ひ

た
す
ら
「
聴
き
ま
す
」。
受
容
し
な
が
ら
、
つ
ま
り
う
な
ず
い
た
り
、

相
槌
を
う
っ
た
り
、
相
手
の
目
を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら

先
ず
は
「
聴
く
」
こ
と
に
専
念
し
ま
す
。
時
々
お
う
む
返
し
で
、
相

手
が
言
っ
た
言
葉
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
た
り
し
ま
す
。
余
計
な
言

葉
を
間
に
挟
ま
な
い
こ
と
も
大
事
な
の
で
す
。
相
手
の
口
か
ら
出
る

言
葉
を
真
剣
に
聴
く
と
い
う
作
業
、
相
手
の
気
持
ち
や
悩
み
を
共
感

を
持
っ
て
真
剣
に
聴
こ
う
と
す
る
態
度
は
相
手
の
心
を
つ
か
み
、
相

手
の
心
を
動
か
す
こ
と
さ
え
可
能
で
す
。 

カ
ー
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
と
い
う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
ク
ラ
イ
エ
ン

ト
が
語
る
言
葉
を
共
感
的
に
、
受
容
的
に
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
は
何
も
語
ら
ず
と
も
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
悩
み
を
語
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
ら
の
心
の
内
奥
で
、
ま
る
で
無
意
識
の
う
ち
に
問
題
の
解

決
の
糸
口
を
見
つ
け
、
相
談
を
終
了
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
格
、
人
間
性
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

心
と
響
き
あ
い
、
問
題
や
悩
み
が
解
決
へ
と
進
ん
で
い
く
。
こ
ん
な

ケ
ー
ス
か
ら
も
「
聴
く
力
」
が
い
か
に
大
事
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。 
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  ア
メ
リ
カ
見

聞
（
？

）
録 

そ
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
山
町 

大
西 

勝
彦 

 

私
は
間
も
な
く
80
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
拙
い
話

は
43
年
も
前
の
１
９
８
０
年
、
37
歳
の
時
の
出
来
事
で
あ
る
。 

 

元
々
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
が
、「
こ
れ
か
ら
の
自
動
制
御
」
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
念
願
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
会
社
に
就
職
。
そ
し
て

入
社
14
年
目
の
こ
と
。
全
社
の
記
念
行
事
と
し
て
、
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
る
も
の
が
開
催
さ
れ
、
幸
運
に
も
「
優
勝
」
を
手
に

し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。 

当
時
話
題
の
ソ
ニ
ー
の
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
（
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
）
を
副

賞
と
し
て
貰
っ
た
の
を
、
今
で
も
昨
日
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
な
に

せ
15
㎏
近
く
も
あ
る
重
量
物
で
、
当
時
は
40
万
円
も
し
た
か
ら
だ
。

そ
の
デ
ッ
キ
は
今
も
家
宝
の
よ
う
に
大
事
に
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が

ら
経
年
劣
化
で
駆
動
用
ベ
ル
ト
が
延
び
、
画
質
も
音
質
も
当
時
の
よ
う

に
は
い
か
ず
、
い
よ
い
よ
終
活
の
一
環
と
し
て
、
断
捨
離
を
覚
悟
し
な

い
と
い
け
な
い
時
が
来
た
よ
う
だ
。 

と
こ
ろ
で
、
肝
心
の
今
回
の
題
名
の
話
は
こ
れ
か
ら
で
、
先
程
の
優

勝
の
更
な
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し
て
、
２
週
間
の
「
ア
メ
リ
カ
本
社
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
見
学
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と

は
言
え
、
日
頃
か
ら
携
わ
っ
て
い
た
現
場
の
仕
事
を
ほ
っ
て
行
く
訳
に

も
い
か
ず
、
ま
た
妻
子
の
こ
と
も
心
配
だ
っ
た
の
で
、
随
分
悩
み
は
し

た
も
の
の
、
上
司
が
「
滅
多
に
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
」 

妻
も
「
今
ま
で 

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
き
た
ご
褒
美
に
」
と
、
こ
れ
又
予
想
も
し
な
か
っ

た
有
り
難
い
薦
め
だ
っ
た
。 

こ
う
し
て
そ
の
年
の
２
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
向
け
旅
立
っ
た
。
一
番
大
き
な
心
配
事
は
や
は

り
英
会
話
だ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
英
語
の
国
で
の
滞
在
が
２
週
間
で
は

な
く
延
々
と
続
こ
う
と
は
、
こ
の
時
点
で
誰
が
知
り
得
た
だ
ろ
う
か
？

そ
の
理
由
は
ま
た
後
程
！ 

成
田
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
迄
は
日
本
航
空
機
だ
っ
た
の
で
、
飛
行
中

悠
々
と
し
て
い
ら
れ
た
も
の
の
、
そ
の
先
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
迄
の

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
エ
ア
ラ
イ
ン
機
内
で
は
、
当
時
の
Ｃ
Ａ
さ
ん
が
皆
凄
く

人
懐
っ
こ
く
、
ニ
コ
ニ
コ
と
話
し
か
け
て
き
た
の
で
、
こ
ち
ら
も
精
一

杯
の
笑
顔
で
誤
魔
化
す
も
、
半
分
も
ま
と
も
な
会
話
に
な
っ
て
い
な
か

っ
た
。
お
ま
け
に
離
陸
寸
前
に
雷
雨
が
ひ
ど
く
、
２
時
間
も
遅
れ
た
た

め
、
機
内
で
は
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
の
他
、
何
で
も
飲
み
放
題
の
大
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
勢
い
で
あ
り
っ
た
け
の
単
語
を
並
べ

て
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
交
じ
り
の
会
話
？ 

で
何
と
か
凌
い
だ
こ
と
を
今

も
思
い
出
す
。 

無
事
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
空
港
に
着
い
て
、
先
ず
は
迎
え
の
会
社
の

人
と
一
緒
に
レ
ン
タ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
へ
。
ア
メ
リ
カ
で
は
車
が
な
い
と

動
き
が
取
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
１
台
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
勿

論
左
ハ
ン
ド
ル
で
バ
カ
で
か
い
車
ば
か
り
。
そ
れ
で
も
フ
ォ
ー
ド
の
マ

ス
タ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
車
が
比
較
的
小
さ
く
カ
ッ
コ
良 
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か
っ
た
の
で
即
決
め
た
。
免
許
は
国
際
免
許
に
切
り
替
え
て
持
っ
て
い

た
が
、
い
ざ
ホ
テ
ル
ま
で
乗
っ
て
行
く
に
は
あ
ま
り
に
急
で
、
右
側
通

行
が
怖
か
っ
た
。
ま
っ
す
ぐ
走
る
分
に
は
す
ぐ
慣
れ
た
が
、
交
差
点
で

の
右
折
、
左
折
に
は
随
分
ビ
ビ
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
、
さ
す
が

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
だ
け
あ
っ
て
パ
ワ
ー
が
凄
く
、
ち
ょ
っ
と
ア
ク
セ
ル
を

踏
ん
だ
だ
け
で
他
の
車
を
圧
倒
し
た
の
で
恐
る
恐
る
の
発
進
と
な
っ
た
。 

何
と
か
滞
在
予
定
の
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
が
、
日
本
で
も
当
時
の
映

画
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
「
ホ
リ
デ
ー
イ
ン
」
だ
っ
た
。
ワ
ン
ル
ー
ム

が
す
で
に
予
約
さ
れ
て
い
た
の
で
問
題
な
く
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
出
来
た
が
、

部
屋
に
入
っ
て
す
ぐ
に
洗
面
で
手
を
洗
お
う
と
蛇
口
を
ひ
ね
っ
た
と
こ

ろ
、
右
に
左
に
回
し
て
も
水
も
湯
も
出
な
か
っ
た
。
菊
型
取
手
の
蛇
口 

 

た
。
と
い
う
よ
り
古
く
て
硬
か
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
フ
ロ
ン
ト
に
顔
向

け
出
来
な
い
ほ
ど
の
大
恥
を
描
い
た
記
憶
に
残
る
初
日
と
な
っ
た
。 

い
よ
い
よ
翌
朝
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
出
向
き
、
受
入
れ
責

任
者
に
挨
拶
し
た
が
、
案
の
定
早
口
で
い
ろ
い
ろ
聞
か
れ
、
又
々
文
法

重
視
の
日
本
的
英
語
を
並
べ
て
必
死
で
答
え
た
。
相
手
に
苦
笑
い
さ
れ

な
が
ら
も
何
と
か
通
じ
た
よ
う
で
、
少
し
だ
け
妙
な
自
信
を
持
っ
た
も

の
だ
っ
た
。 

初
め
て
見
る
セ
ン
タ
ー
は
大
き
過
ぎ
て
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
隣
に
は
巨
大
工
場
を
併
設
し
て
い
た
の
で
、
勿
論

見
学
を
希
望
し
た
。 

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
て
、
日
本
で
も
見
た
こ

と
の
な
い
壮
大
な
光
景
は
今
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
各
国
に
向
け

て
の
出
荷
の
最
終
検
査
エ
リ
ア
で
は
、
納
期
が
迫
っ
て
い
た
の
か
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
し
き
人
が
大
き
な
声
で
指
示
し
て
い
て
殺
気
立
っ
て
い

た
。
関
係
者
以
外
立
入
禁
止
の
場
所
が
ア
チ
コ
チ
に
あ
り
、
勿
論
許
可

証
が
な
い
と
見
学
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
驚
く
ほ
ど
厳

し
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

こ
れ
か
ら
益
々
面
白
く
な
る
見
聞
（
？
）
録
！ 

続
き
は
、
そ
の

二
、
そ
の
三
で
！ 

 

で
、
あ
と
は
押
す
か
引
く

し
か
な
い
は
ず
が
、
ど
ち

ら
に
も
動
か
な
か
っ
た
の

で
、
仕
方
な
し
に
フ
ロ
ン

ト
に
電
話
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
求
め
た
。
し
か
し
こ

れ
ま
た
説
明
が
難
し
く
、

な
か
な
か
通
じ
な
く
て
、

イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
格
闘

の
末
、
な
ん
と
蛇
口
を
手

前
に
ひ
っ
ぱ
り
上
げ
る
力

が
弱
か
っ
た
だ
け
だ
っ 

当時滞在していたホリデーインホテル 
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  『活
動
の
9
月
』 

あ
な
た
の
た
め
の 

健
康
寿
命
ア
ッ
プ
の
秘
訣 

  

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
の
院
長
清
水
友
浩
で
す
。 

９
月
に
入
り
、
京
都
に
も
秋
が
訪
れ
る
こ
の
季
節
。
実
年
会
の

皆
様
に
も
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
と
大
切
さ
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
僕
も
毎
日
、
朝
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て

い
ま
す
。 

内
ま
た
・が
に
股
の
注
意
点 

ま
ず
、
歩
き
方
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
高
齢
に
な
る

と
、
内
ま
た
や
が
に
股
に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
れ
は
、
筋
肉
の
衰

え
や
関
節
の
変
形
な
ど
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
内
ま

た
は
転
倒
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。
日
常
の
歩
行
時
に
、
足
を
適
切
な
位
置
に
置
く
こ

と
を
意
識
す
る
だ
け
で
、
転
倒
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

深
呼
吸
の
大
切
さ 

次
に
、
深
呼
吸
の
重
要
性
に
つ
い
て
。
日
本
の
秋
は
、
涼
し
く 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

 
 
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 

て
過
ご
し
や
す
い
季
節
で
す
が
、
気
温
の
変
わ
り
目
は
体
調
を
崩

し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
深
呼
吸
は
、
肺
を
し
っ
か
り
使

っ
て
酸
素
を
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
、
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
清
々
し

い
秋
の
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
込
む
こ
と
は
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
簡
単
体
操 

さ
て
、
具
体
的
な
体
操
の
方
法
に
つ
い
て
で
す
が
、
以
下
の
２

つ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

腕
を
大
き
く
回
す: 

両
腕
を
大
き
く
前
後
に
回
す
動
き
を
10

回
ず
つ
行
い
ま
す
。
肩
関
節
の
柔
軟
性
を
保
つ
と
と
も
に
、
上
半

身
の
筋
肉
を
活
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

か
か
と
上
げ: 

両
手
を
前
に
伸
ば
し
、
か
か
と
を
交
互
に
上
げ

る
動
き
を
20
回
行
い
ま
す
。
下
半
身
の
筋
肉
を
活
動
さ
せ
、
バ

ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
体
操
は
、
毎
日
の
習
慣
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。 

日
本
の
秋
の
気
候
と
変
わ
り
目
の
注
意
点 

日
本
の
秋
は
、
四
季
の
中
で
も
特
に
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
し

て
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

夏
か
ら
秋
へ
の
気
温
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
皆
様
は
、
急
な
気
温
の
変
動
に 
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体
が
つ
い
て
い
け
ず
、
風
邪
を
引
い
た
り
、
体
調
を
崩
し
た
り
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
十
分
な
睡
眠
を
と
る
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
の

健
康
管
理
が
特
に
重
要
と
な
り
ま
す
。 

秋
の
食
事
で
の
健
康
管
理 

秋
は
、
新
鮮
な
食
材
が
豊
富
に
手
に
入
る
季
節
で
す
。
特
に
実

年
会
の
皆
様
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
食
材
を
中
心
に
し
た
食
事
を

お
す
す
め
し
ま
す
。 

さ
つ
ま
い
も: 

秋
の
代
表
的
な
食
材
で
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
。
さ
つ
ま
い
も
は
、
消
化
が
良
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

に
も
適
し
て
い
ま
す
。 

き
の
こ
類: 

し
い
た
け
や
し
め
じ
、
え
の
き
な
ど
、
秋
に
旬
を

迎
え
る
き
の
こ
は
、
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

魚: 

秋
鮭
や
さ
ん
ま
な
ど
、
秋
に
旬
を
迎
え
る
魚
は
、
Ｄ
Ｈ
Ａ

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
い
っ
た
良
質
な
脂
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
心
と
脳
の

健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

大
豆
製
品: 

豆
腐
や
納
豆
な
ど
、
大
豆
製
品
は
、
良
質
な
た
ん

ぱ
く
質
を
提
供
し
、
筋
肉
の
低
下
を
防
ぐ
助
け
と
な
り
ま
す
。 

緑
黄
色
野
菜: 

か
ぼ
ち
ゃ
や
に
ん
じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
、

緑
黄
色
野
菜
は
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
で
、
免
疫
力
の

向
上
や
視
力
の
維
持
に
役
立
ち
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
秋
の

変
わ
り
目
に
も
体
調
を
崩
さ
ず
、
健
康
的
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

よ
く
噛
ん
で
ね
。 

咀
嚼
の
回
数
も
大
事
で
す
！ 

 

さ
て
、
最
後
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
で

す
。
私
た
ち
は
、「
開
運
！
」
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
通
じ

て
「
背
骨
」
か
ら
皆
様
の
健
康
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
日
常
生
活
で
の
小
さ
な
ケ
ガ
や
体
の
不
調
、
お
困
り
の

事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
健
康
と
快
適
な
生
活
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ

と
を
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
常
の
ケ
ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。「
あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「
足

首
や
手
首
を
捻
挫
し
ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
場
合

や
ご
家
族
や
知
人
で
交
通
事
故
の
ケ
ガ
に
遭
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
柔
道
整
復
師
は

ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。「
こ
れ
く
ら
い
で
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
ね
。 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「
す

な
お
」
で
朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 

絡 

先 a
dio

lifechiro
p
ra

ctic@
g
m

a
il.co

m
 
 

電
話
番
号 

０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 

追
伸
：
毎
週
水
曜
日
、
万
帖
敷
町
公
園
で
８:

30
～
健
康
体
操
に
参

加
し
て
ま
す
。 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー

川
柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ

社
編
集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
ク
ラ
ス
会 
食
後
は
薬
の 

説
明
会 

渡
辺
克
己
（
男
性
・
千
葉
県
・
75

歳
・無
職

） 

・
腰
よ
り
も 

口
に
つ
け
た
い 

万
歩
計 

鈴
木
孝
周
（
男
性
・
東
京
都
・
67

歳
・
パ
ー
ト
） 

・
老
の
恋 

惚 ほ

れ
る
惚 ぼ

け
る
も 
同
じ
文
字 

池
田
又
昭
（
男
性
・
埼
玉
県
・
70

歳
・無
職
）

 

・
立
ち
あ
が
り 

用
事
忘
れ
て 

ま
た
座
る 

渋
谷
史
恵
（
女
性
・
宮
城
県
・
37

歳
・無
職
）

 

・
場
を
察
知 

呆
け
た
ふ
り
し
て 

な
ご
ま
せ
る 

池
田
く
る
み
（
女
性
・
茨
城
県
・
71

歳
・
主
婦
） 

・
孫
の
声 

二
人
受
話
器
に 

頬
を
寄
せ 

中
久
保
四
郎
（
男
性
・
広
島
県
・
76

歳
・
農
業
） 

・
無
農
薬 

こ
だ
わ
り
な
が
ら 

薬
漬
け 

中
谷
弘
吉
（
男
性
・
大
阪
府
・
65

歳
） 

・
留
守
電
に 

ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ
れ
と 

ど
な
る
父 

土
屋
美
智
子
（
女
性
・
奈
良
県
・
58

歳
・
会
社
員
） 

・
何
回
も 

話
し
た
は
ず
だ
が 

「
初
耳
だ
！
」 

井
上
榮
子
（
女
性
・
東
京
都
・
73

歳
・
主
婦
） 

・
孫
帰
り 

妻
と
ひ
っ
そ
り 

茶
づ
け
食
う 

村
上
和
義
（
男
性
・
奈
良
県
・
66

歳･

無
職
） 
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  飲
み
込
め
な
い
、
で
も
一
口
の
潤
い 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
こ
う
暑
い
日
が
続
く
と
冷
た
い
ア
イ

ス
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。 

貴
方
は
「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
と
い
う
ア
イ
ス
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？ 

私
は
今
夏
、
何
度
か
食
べ
て
い
ま
す
が
、
理
由
は
暑
い
か
ら

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
緩
和
ケ
ア
医
の
廣
橋
猛
先
生
が

「
体
力
が
弱
っ
て
飲
み
込
み
が
悪
く
な
り
、
食
事
が
難
し
い
終
末
期
の

患
者
に
と
っ
て
、
救
い
の
神
」
と
紹
介
し
て
い
た
の
を
知
り
、
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。 

さ
ら
に
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
勤
務
す
る
看
護
師
さ
ん
が
Ｘ
（
旧

T
w
i
t
t
e
r

）
で
拡
散
し
た
こ
と
か
ら
共
感
が
広
が
り
ま
し
た
。
私
も
エ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
の
で
情
報
を
拡
散
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
つ
わ
り
で

苦
し
ん
だ
方
か
ら
「
つ
わ
り
で
苦
し
か
っ
た
時
は
助
け
ら
れ
た
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
自
分
で
も
食
べ
て
み
た
く
な
り
、
今
夏
何

度
か
「
ガ
リ
ガ
リ
君
」
を
食
べ
て
い
ま
す
。 

食
べ
て
み
て
「
口
溶
け
が
良
く
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
て
い
て
、
飲
み
込

み
が
弱
っ
て
い
る
方
で
も
少
し
ず
つ
な
ら
む
せ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
だ

ろ
う
」
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
リ
ガ
リ
君
は
か
き
氷
系
で
す
が
、

他
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
は
乳
脂
肪
分
や
卵
脂
肪
分
が
入
っ
て
い
る 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 

こ
と
が
あ
り
、
胃
腸
が
弱
っ
て
い
る
人
に
は
重
く
感
じ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。 

ノ
ド
に
モ
ノ
が
通
ら
な
い
辛
さ
は
、
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
人
に
と

っ
て
は
想
像
し
づ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
病
気
が
進
行

し
て
食
欲
が
な
く
な
り
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
吐
き
気
が
あ
る
場
合
、

ど
ん
な
も
の
が
喉
を
通
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

ノ
ド
が
カ
ラ
カ
ラ
で
、

そ
ん
な
つ
ら
い
時
に
何
か
を
飲
ん
だ
り
し
て
む
せ
た
り
咳
き
込
ん
だ

り
す
る
の
は
大
変
で
す
よ
ね
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
、
ガ
リ
ガ
リ
君
は
喉
を
潤
す
助
け
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

実
際
、
ガ
リ
ガ
リ
君
は
日
本
緩
和
医
療
学
会
か
ら
も
表
彰
さ
れ
て
お

り
、
緩
和
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
や
担
当
医
師
か
ら
の
支
持
も

受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
若
い
頃
、
一
時
期
、
玄
米
を
中
心
と
し

た
自
然
食
（
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
）
の
食
生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
そ

の
分
野
に
詳
し
い
人
々
と
の
交
流
も
あ
り
ま
し
た
。 

当
時
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
の
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
ノ
ド
に
物
が
詰

ま
る
ほ
ど
の
体
調
の
悪
い
人
に
は
「
玄
心
（
げ
ん
し
ん
）」
が
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
玄
心
と
は
、
黒
炒
り
し
た
玄
米
ス
ー
プ
の
素
で
、
ヤ

カ
ン
で
煮
出
し
て
お
茶
の
よ
う
に
飲
む
飲
み
物
で
す
。
黒
炒
り
玄
米
な

の
で
、
煮
出
し
て
も
少
し
と
ろ
み
が
あ
り
、
胃
に
優
し
い
飲
み
物
で
す
。

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
に
行
け
ば
介
護
コ
ー
ナ
ー
に
、
お
味
噌
汁
や
お
茶
な

ど
に
ト
ロ
ミ
を
つ
け
る
「
ト
ロ
ミ
パ
ウ
ダ
ー
」
を
売
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
あ
い
っ
た
も
の
で
つ
け
た
ト
ロ
ミ
と
は
ま
た
違
う
、
薄
い
ト
ロ
ミ
が

玄
心
に
は
あ
り
、
病
気
で
弱
っ
た
人
に
優
し
い
飲
み
物
で
す
。
随
分
前

に
私
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
か
ら
離
れ
ま
し
た
が
玄
心
は
美
味
し
か 
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訪問リハビリマッサージ 
寝たきり・歩行困難で自宅で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方へ 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です。 

きただ治療院 

京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 075-672-5576 

三宅治療院 

京都市伏見区深草大亀谷万帖敷町 123-36 

ＴＥＬ 090-9887-0038 

 

っ
た
と
い
う
印
象
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
ガ
リ
ガ
リ
君
の
記
事
を
読
ん
だ
瞬
間
に
「
食
事
が
難
し
い

終
末
期
の
患
者
さ
ん
に
〈
陰
性
の
〉
甘
く
て
冷
た
い
ア
イ
ス
を
与
え
て

も
い
い
の
か
？
」
と
最
初
に
思
い
ま
し
た
。
思
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

そ
し
て
、
次
の
瞬
間
に
は
「
え
っ
？ 

ま
だ
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
の
か
」
と
驚
き
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
で
は
冷
た
い
も
の
、

甘
い
も
の
は
陰
性
の
食
べ
物
と
さ
れ
、
体
を
酸
性
に
し
冷
や
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
価
値
観
が
未
だ
に
自
分
の
中
に
あ
り
、
瞬

間
的
に
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
に
心
底
嫌
気
が
さ
し
ま
し
た
（
笑
） 

 

玄
心
で
あ
ろ
う
と
ガ
リ
ガ
リ
君
で
あ
ろ
う
と
、
お
医
者
様
か
ら
制
限

が
な
い
患
者
さ
ん
な
ら
、
美
味
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
の
も
の
を
口
に
す

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
の
陰
陽
理

論
や
理
屈
が
先
に
頭
に
浮
か
び
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

に
そ
の
場
に
へ
た
り
込
む
程
、
嫌
気
が
さ
し
た
ん
で
す
（
泣
） 

 

も
ち
ろ
ん
、
ガ
リ
ガ
リ
君
に
し
て
も
、
玄
心
に
し
て
も
口
に
合
う
合

わ
な
い
の
個
人
差
が
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
ど
ち
ら
が
良
い
悪
い
な
ど
と

は
簡
単
に
は
言
え
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
う
い
っ
た
知
識
が
無
い
と
い
ざ
と

い
う
時
に
選
択
肢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
他
に
も
体
力
が
弱
っ
て

飲
み
込
み
が
悪
く
な
り
、
食
事
が
難
し
い
終
末
期
の
患
者
さ
ん
で
も
口

に
し
や
す
い
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
ね
。 

パ
ッ
と
お
も
い
つ
く
も
の
で
ゼ
リ
ー
や
、
水
よ
う
か
ん
、
プ
リ
ン
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
プ
リ
ン
は
糖
分
と
卵
の
タ
ン
パ
ク
質
が
摂

れ
る
の
で
カ
ロ
リ
ー
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま
す
。
ゼ
リ
ー
は
水
分
と
糖

分
で
で
き
て
い
ま
す
の
で
水
分
補
給
が
期
待
で
き
ま
す
。
必
死
に
な
っ

て
「
何
か
を
口
に
入
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
！
」
な
ど
と
す
る
よ
り
も
、 

食
欲
が
落
ち
て
い
る
な
か

で
も
選
ぶ
楽
し
み
が
生
ま

れ
て
、
余
裕
を
も
っ
て
食

事
が
進
む
と
き
、
介
護
す

る
側
さ
れ
る
側
、
共
に
喜

び
が
生
ま
れ
ま
す
。 

最
後
に
。
途
中
記
載
し

て
お
り
ま
す
が
、
私
は
Ｘ

（
旧Twitter

）
を
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
文
章
を
読

ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
の
中

で
Ｘ
を
し
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
「
み
や
け
あ
つ
し
」
で

検
索
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

Ｘ
に
ポ
ス
ト
し
て

い
る
文
章
を
『
実
年
会
だ

よ
り
』
の
ネ
タ
に
し
て
い

る
事
が
多
い
で
す
。
是
非

相
互
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
し
ょ

う
。 
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  摂
食
嚥
下
障
害
。 

毎
日
の
食
事
を
少
し
で
も
楽
し
く 

  

  

⑴

摂
食
嚥
下
障
害
っ
て
な
に
？ 
引
き
起
こ
す
問
題
は
？ 

摂
食
は
「食
べ
る
」、
嚥
下
は
「飲
み
込
む
」こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ
ら

を
総
合
し
て
、
お
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
を
摂
食

嚥
下
障
害
と
い
い
ま
す
。
引
き
起
こ
す
原
因
は
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血

な
ど
の
脳
血
管
疾
患
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
多
系
統
萎
縮
症
な
ど
神

経
筋
変
性
疾
患
、
認
知
症
、
薬
剤
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
現

在
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
加
齢
に
よ
る
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
や
、
長
期
間
過

度
な
安
静
が
続
い
た
こ
と
に
よ
る
廃
用
に
よ
っ
て
も
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。 

 

⑵

摂
食
嚥
下
障
害
に
な
る
の
は
な
ぜ
？ 

誤
嚥
と
は
？ 

脳
血
管
疾
患
：
脳
に
あ
る
飲
み
込
み
の
中
枢
が
障
害
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

神
経
筋
変
性
疾
患
：疾
患
に
も
よ
り
ま
す
が
、
多
く
は
、
飲
み
込
む 

 

本
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

  
 

理
事
長
・
院
長 

本
田 

顕
哲 

筋
肉
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
、
食
べ
物
と
飲
み
込
み
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
わ
な
く
な
る
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

認
知
症
：日
本
で
一
番
多
い
と
さ
れ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

は
、
食
べ
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
「
食
べ
な
い
」「
噛

ま
な
い
」「お
口
に
溜
め
込
む
」な
ど
の
症
状
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

レ
ビ
ー
小
型
認
知
症
は
注
意
障
害
の
変
動
が
あ
る
た
め
、
「食
べ
る
と

き
」
と
「食
べ
な
い
と
き
」
に
差
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
幻
視
が
出
現
し
食

べ
物
を
「虫
や
ゴ
ミ
が
入
っ
て
い
る
」と
思
い
、
食
事
が
中
断
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
に
よ
る
摂
食
嚥
下
障
害
：
虚
弱
な
高
齢
者
に
低
栄

養
、
侵
襲
、
廃
用
と
い
っ
た
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
を
亢
進
さ
せ
る
要
素
が
加

わ
る
事
で
摂 

食
嚥
下
障
害
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

誤
嚥
と
は
、
食
べ
物
が
、
飲
み
込
む
と
き
に
食
道
で
は
な
く
誤
っ
て

気
管
内
へ
侵
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
指
し
ま
す
。 

 

⑶

誤
嚥
性
肺
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？ 

誤
嚥
性
肺
炎
は
お
口
の
中
の
細
菌
や
上
気
道
に
定
着
し
て
い
る

細
菌
が
、
気
管
の
中
に
入
り
炎
症
を
引
き
起
こ
す
細
菌
性
の
肺
炎

で
す
。
夜
間
睡
眠
中
に
も
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
徹
底
的
な
口

腔
衛
生
管
理
が
重
要
で
す
。 

似
た
言
葉
に
、
誤
嚥
性
肺
臓
炎
や
、
び
ま
ん
性
嚥
下
性
細
気
管
支

炎
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
誤
嚥
性
肺
臓
炎
と
は
、
食
べ
た
も
の
が

逆
流
を
し
、
胃
の
内
容
物
が
気
管
に
入
り
化
学
性
の
肺
臓
炎
を
生
じ 
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る
こ
と
で
す
。
び
ま
ん
性
嚥
下
性
細
気
管
支
炎
と
は
食
べ
物
を
繰
り

返
し
誤
嚥
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
細
気
管
支
の
慢
性
炎
症
性

反
応
を
示
し
ま
す
。 

上
記
３
つ
は
間
違
え
や
す
い
の
で
診
断
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

⑷

治
療
法
は
あ
る
の
？ 

自
宅
や
施
設
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ

は
あ
る
？ 

摂
食
嚥
下
障
害
に
は
「治
る
も
の
」
と
「
治
ら
な
い
も
の
」
が
あ
り
ま

す
。
脳
血
管
疾
患
な
ど
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
摂
食
嚥
下
障
害
は

回
復
期
病
院
に
入
院
中
の
場
合
、
し
っ
か
り
と
訓
練
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
訓
練
を
す
る
こ
と
で
回
復
を
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
神
経
筋
変
性
疾
患
な
ど
に
よ
る
も
の
は
、
訓
練
を
し
て

も
治
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
摂
食
嚥
下
障
害
の
進

行
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
し
て
い
く
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
は
有
効
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

⑸

本
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
嚥
下
診
療
で
で
き
る
こ
と 

当
院
で
は
、
患
者
様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
摂
食
嚥
下
機
能
の
評
価
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
嚥
下
内
視

鏡
と
い
う
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
喉
の
機
能
を
確
認
し
た
り
、
食
べ
て
い
る

風
景
を
観
察
し
食
事
の
摂
取
方
法
な
ど
の
提
案
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
お
薬
が
、
飲
み
込
み
に
影
響
を
し
て
い
る
場
合
は
、
主
治
医
へ
薬

剤
調
整
の
依
頼
を
か
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

介
入
さ
れ
て
い
る
在
宅
医
や
言
語
聴
覚
士
、
訪
問
看
護
師
、
他
の

皆
様
と
連
携
を
し
、
お
口
か
ら
食
べ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

 

⑹

ま
と
め 

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
、
た
だ
栄
養
を
摂
取
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
「
生
き
る
喜
び
」
を
実
感
し
、
新
た
な
活
力
を
産
み
出
す
力
に
な

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
患
者
様
の
生
活
の
質
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

た
め
に
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
す
。 
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  笑
顔
を
守
る
た
め
に
、
防
災
の
日
に
私
た
ち
が 

個
人
で
し
て
お
き
た
い
こ
と 

     

平
素
は
京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

厳
し
い
暑
さ
が
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。 

１
９
２
３
年
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ

う
ど
１
０
０
年
と
な
り
ま
す
。 

１
９
５
９
年
に
は
伊
勢
湾
台
風
が
あ
り
、
被
害
は
戦
後
最
大
の
も

の
で
、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
１
９
６
０
年
に
災
害
に
対
す
る

心
構
え
な
ど
を
育
成
す
る
目
的
で
、
９
月
１
日
が
「防
災
の
日
」と
制

定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

い
つ
降
り
か
か
る
か
予
想
が
で
き
な
い
「
災
害
」。
日
頃
か
ら
「も
し

も
」に
備
え
て
対
策
を
見
直
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
「
防
災
の
日
に
私
た
ち
が
個
人
で
し
て
お
き
た
い
こ
と
」と
い
う

記
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
。
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
や 

防
災
対
策
に
使
用
す
る
目
的
で
、
被
災
想
定
区
域
や
避
難
場
所
・

避
難
経
路
な
ど
の
防
災
関
係
施
設
の
位
置
な
ど
を
表
示
し
た
地
図

で
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
も
あ
り
、
身
の
回
り
の
災

害
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
。
住
ん
で
い
る
場
所
、
勤

務
先
な
ど
の
最
寄
り
の
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
避
難
場
所
に
は
ど

う
や
っ
て
行
く
の
か
を
前
も
っ
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
よ

う
で
す
。
避
難
場
所
ま
で
実
際
歩
い
て
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。 

○
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
家
族
が
一
緒
に
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。起
こ
っ
た
際
の
家
族
の
集
合
場
所
を
決
め
た
り
、
連
絡
方
法
を

決
め
た
り
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
「災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」の
使
い

方
を
家
族
で
確
認
し
た
り
、
充
電
が
切
れ
て
も
慌
て
な
い
よ
う
に

連
絡
先
を
メ
モ
し
た
も
の
を
普
段
か
ら
持
ち
歩
く
な
ど
も
必
要
で

す
ね
。
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
日
時
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
体
験
利
用

も
で
き
る
よ
う
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
、
実
際
災
害
を
経
験
し
た
方

々
に
聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「あ
っ
て
と
て
も
便
利
だ
っ
た
」「用
意

し
て
お
い
て
助
か
っ
た
」と
い
う
声
が
多
か
っ
た
も
の
も
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

水
だ
け
だ
と
飽
き
た
り
す
る
の
で
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
や
果
汁
ジ
ュ
ー

ス
も
準
備
し
て
お
く
と
い
い
。
あ
と
普
段
か
ら
食
べ
て
い
る
お
菓
子

や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
缶
詰
な
ど
は
災
害
に
よ
っ
て
疲
れ
て
い
る
心
を

癒
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。 

 

京
都
老
人
福
祉
協
会 

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

  
 
 

特
養
リ
ー
ダ
ー 

篠
原 

佳
子 
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た
め
長
蛇
の
列
が
で
き
、
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
む
つ

を
準
備
し
て
お
く
と
安
心
な
よ
う
で
す
。
ま
た
、
入
浴
が
で
き
な
い
、

下
着
が
洗
え
な
い
、
数
日
間
替
え
ら
れ
な
い
場
合
不
衛
生
で
精
神
的

に
も
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
使
い
捨
て
の
紙
シ
ョ
ー
ツ
が
あ

る
と
安
心
で
す
。
歯
磨
き
シ
ー
ト
や
液
体
歯
磨
き
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ

ー
や
ボ
デ
ィ
シ
ー
ト
な
ど
の
水
を
使
わ
な
く
て
い
い
衛
生
用
品
は
備

蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

災
害
時
は
停
電
の
た
め
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
お
店
の
レ
ジ
が
使
え
な
く
な
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
普
段
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
買
い
物
を
し
て
い
る

人
で
も
、
い
く
ら
か
の
現
金
を
も
っ
て
い
る
と
安
心
で
す
。  

考
え
る
と
不
安
に
な
り
ま
す
が
、
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
は
大
事

な
こ
と
で
す
。 

防
災
グ
ッ
ズ
に
つ
い
て
は
年
齢
や
家
族
構
成
に
よ
っ
て
必
要
な
も

の
も
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
何
が
必
要
か
話
し
合
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
防
災
の
日
が
災
害
時
に
つ
い
て
再
確
認
す
る

日
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

最
後
ま
で
読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
が
あ
れ
ば
温
か
い
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
調

理
も
可
能
。
替
え
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
も
忘
れ
ず
に
。 

手
回
し
式
ラ
ジ
オ
は
ラ
ジ
オ
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ホ
や
携

帯
の
充
電
機
能
や
、
ラ
ン
タ
ン
や
懐
中
電
灯
が
つ
い
た
も
の
、
ソ
ー
ラ

ー
発
電
が
で
き
る
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
避
難
所
で
充
電

が
満
足
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
充

電
用
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
夜
間
の
震
災
で
は

懐
中
電
灯
を
片
手
に
避
難
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
両
手
が
フ

リ
ー
に
な
る
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
あ
る
と
便
利
で
す
。
暗
闇
で
な
に
か
作

業
を
す
る
と
き
に
も
重
宝
す
る
よ
う
で
す
。 

ラ
ッ
プ
は
色
々
と
活
用
で
き
る
よ
う
で
す
。
食
品
に
敷
く
こ
と
で

水
を
使
わ
ず
に
済
み
ま
す
し
、
包
帯
代
わ
り
に
使
っ
た
り
、
体
に
巻
い

て
寒
さ
を
し
の
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

あ
と
、
災
害
時
は
、
や
は
り
ト
イ
レ
に
困
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

断
水
し
て
い
る
場
合
は
ト
イ
レ
で
水
を
流
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

簡
易
ト
イ
レ
が
あ
る
と
安
心
で
す
。
避
難
所
で
は
ト
イ
レ
が
少
な
い 
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業
開
始
、
普
請
、
移
転
、
婚
姻
、
開
店
す
べ
て
吉
。
首
、
太
骨
、
心
臓
、

肋
骨
、
右
足
の
病
気
や
怪
我
、
過
労
に
要
注
意
で
す
。
吉
方
位
は
西
南
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
物
事
が
順
調
に
進
む
好
調
運
で
す
。
交
際
面
で
拡
大
し
、
種
々
の
良

い
報
せ
や
喜
び
事
が
舞
い
込
み
、
経
済
的
に
も
ゆ
と
り
も
出
て
く
る
で

し
ょ
う
。
好
運
の
月
で
あ
る
か
ら
、
見
込
み
の
あ
る
事
は
進
ん
で
企
画

す
る
と
よ
い
。
恋
人
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
吉

方
位
は
東
北
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
静
か
に
過
去
を
振
り
返
り
、
自
分
の
領
分
を
わ
き
ま
え
、
落
ち
着
い

て
手
堅
い
行
動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
辛
労
が
多
く
何
事
を
す

る
に
も
困
難
が
伴
う
の
で
、
新
規
開
始
の
事
は
特
に
し
な
い
方
が
よ

い
。
ま
た
こ
の
月
に
発
病
す
る
と
長
引
く
か
ら
注
意
の
こ
と
。
現
状

維
持
で
変
化
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
。   

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
人
間
関
係
が
華
や
か
に
な
り
、
行
動
意
欲
が
出
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ

の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
り
、
研
究
成
果
を
世
に
問
う
機
会
に
恵
ま
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
何
事
も
明
る
み
に
出
る
暗
示
が
あ
り
ま
す
の
で
、

秘
密
の
あ
る
人
は
要
注
意
で
す
。
物
事
を
は
っ
き
り
す
る
に
は
良
い

月
で
す
。
吉
方
位
は
西
南
。 

 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

九
月
（
一
白
水
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
月
七
日
（
白
露
） 

か
ら
十
月
七
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
攻
め
る
よ
り
守
り
の
時
期
と
心
得
て
く
だ
さ
い
。実
行
中
の
こ
と
に

も
一
応
区
切
り
を
つ
け
て
、
後
々
の
発
展
に
備
え
、
万
全
を
期
す
る
要

素
が
大
切
で
す
。
反
目
、
離
反
、
中
傷
や
訴
訟
、
司
法
に
関
す
る
件
に

も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
普
請
や
新
事
業
は
開
始
を
見
合
わ
せ
た

方
が
よ
い
。
何
事
も
静
観
の
月
で
す
。
吉
方
位
は
南
西
、
西
、
東
北
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
目
上
の
引
き
立
て
を
受
け
て
実
力
を
発
揮
し
、
堅
実
に
物
事
を
処

理
で
き
ま
す
。
何
事
も
努
力
の
し
が
い
が
あ
る
月
で
あ
る
。
新
事 

令和 5 年９月一白水星 
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◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
運
気
が
弱
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
不
慣
れ
な
事
や
新
規
事
の
着
手

は
見
送
っ
た
方
が
無
難
で
す
。
特
に
健
康
面
と
金
銭
面
が
思
わ
し
く

な
い
よ
う
で
す
。
異
性
関
係
で
不
実
な
こ
と
を
し
て
き
た
人
は
、
家

庭
内
で
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
状
維
持
が
大

切
な
月
で
す
。
吉
方
位
は
西
南
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
運
気
は
や
や
持
ち
直
し
、
上
昇
に
一
歩
近
づ
き
ま
し
た
。
金
回
り
が

良
く
な
っ
た
り
喜
び
事
も
起
こ
り
ま
す
が
、
本
分
を
怠
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
諸
事
滞
り
が
ち
で
あ
る
が
、
努
力
が
い
が
あ
る
か
ら
怠

ら
ず
努
め
る
と
よ
い
。
来
月
の
良
い
運
気
の
月
の
準
備
と
し
て
何

事
も
月
の
後
半
に
処
理
を
す
る
こ
と
。
吉
方
位
は
東
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

  

→
ま
す
ま
す
運
気
に
勢
い
が
出
て
き
て
、
何
事
に
も
意
欲
的
に
な
れ
ま

す
。
諸
事
好
調
に
運
ぶ
か
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
積
極
的
に
す
る
方
が

よ
い
。
こ
と
に
辰
巳(

東
南)

方
か
ら
思
い
が
け
な
い
好
事
が
到
来
す

る
こ
と
が
あ
る
。
吉
方
位
は
西
南
。 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
明
る
い
光
に
照
ら
し
出

さ
れ
て
、
情
熱
的
な
炎
が
人

と
人
と
の
交
流
の
中
で
灯

り
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
が
明
白

と
な
り
ま
す
。
高
い
信
用
や

名
誉
、
良
い
評
判
を
得
て
、

仕
事
も
人
間
関
係
も
金
銭

面
も
全
て
好
調
で
す
。
ま

た
遠
方
か
ら
利
益
を
得
る

こ
と
が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男

女
は
結
婚
が
決
ま
る
月
で

も
あ
り
ま
す
。
吉
方
位
は
東

北
、
西
、
東
。 
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◎
地
域
に
老
健
施
設
や
高
齢

者
世
帯
が
増
え
、
救
急
車
の

サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
る
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。
先
日

は
二
日
続
き
で
救
急
車
と

消
防
車
が
す
ぐ
近
く
に
停

ま
り
無
線
の
声
や
赤
色
灯

に
興
奮
し
ま
し
た
。 

◎
今
、
世
界
各
地
で
大
規
模
な

山
火
事
が
発
生
し
、
人
家
に

も
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
火

は
す
べ
て
を
灰
に
し
ま
す
。

怖
い
で
す
ね
。
火
の
用
心
！ 

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
三
百
八
十
六
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
五
年
九
月
一
日
発
行 

 
 
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

 
 
 a

d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

 
 

 
 

 
 

 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
体
温
を
超
え
る
日
が
続
い
た
８
月
。
梅
干
し
を
入
れ
る
黒
い
鉢
に
入
れ

て
い
た
10

匹
の
メ
ダ
カ
が
全
滅
し
ガ
ッ
カ
リ
で
す
。
水
温
が
上
が
り

す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
の
入
れ
物
の
メ
ダ
カ
は
暑
さ
に
耐
え

が
ん
ば
っ
て
生
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
早
く
涼
し
く
な
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。 

◎
７
号
台
風
以
来
、
蝉
の
声
が
気
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
ツ
ク
ツ
ク

ボ
ウ
シ
の
鳴
き
声
が
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
て
い
た
頃
の
季
節
と
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
赤
と
ん
ぼ
や
蝶
は
ど
う
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

◎
琵
琶
湖
の
花
火
を
テ
レ
ビ
で
観
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
が
、
と
て
も
綺
麗
で
感
動
し
ま
し
た
。
色
々
な
テ
ー
マ
に
基
づ
い

た
打
ち
上
げ
の
演
出
が
な
さ
れ
、
技
術
の
進
歩
に
感
心
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
混
雑
解
消
の
た
め
有
料
観
覧
席
が
設
け
ら
れ
話
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
地
元
住
民
の
声
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
若
か
り

し
頃
、
渚
公
園
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
場
所
取
り
を
し
た
の
が
懐
か

し
く
蘇
り
ま
す
。
自
宅
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
は
か
な
り
の
距
離
が
あ
り
ま

す
が
、
玄
関
先
に
出
て
耳
を
澄
ま
す
と
ド
ー
ン
ド
ド
ド
ッ
ン
と
連
続
し

て
花
火
の
音
が
響
い
て
き
ま
し
た
。 

◎
小
学
校
の
水
や
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
朝
、
６
時
台
に
家
を
出
て
お
日

様
が
昇
る
１
時
間
か
ら
１
時
間
半
が
勝
負
時
。
そ
れ
に
し
て
も
朝
か
ら

暑
い
で
す
。
汗
を
び
っ
し
ょ
り
か
い
て
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
ま
す
。
帰
宅

し
て
シ
ャ
ワ
ー
を
し
て
朝
食
。
昼
間
は
出
来
る
だ
け
外
出
せ
ず
に
い
て

午
後
６
時
頃
か
ら
ま
た
水
や
り
。
一
日
何
回
着
替
え
た
ら
い
い
の
っ
て

思
い
ま
す
。
あ
ぁ
雨
が
欲
し
い
。 

◎
「
重
要
な
お
知
ら
せ
」
と
い
う
の
が
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
に
色
ん
な
所

か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
利
用
し
て
い
な
い
カ
ー
ド
会
社
か
ら
の
も
の

や
期
限
が
近
づ
い
て
手
続
き
を
し
な
い
と
使
用
で
き
な
く
な
る
と
か
、

カ
ー
ド
を
不
正
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
を
と
い
っ
た
も
の
で
す

が
、
胡
散
臭
い
の
で
開
か
ず
に
削
除
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
詐
欺

が
横
行
す
る
現
代
、
何
を
信
用
し
た
ら
良
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 
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